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 運動会が終わるとすぐに秋の恒例行事の遠足がやってきます。年少

の遠足の目的地は「鮫洲運動公園」でした。曇り空でしたが、天気予

報では、雨の予報もなく大井町駅から元気に出発しました。３０分程

度の距離でしたが頑張って歩きました。公園に着き、集合写真を撮り

ました。その後、公園の遊具でひと遊びしました。そうしたら・・・

あれあれ？雨がポツポツポツと降ってきました。雨宿りのできる遊具

の下に入り、雨の様子を見ることにしました。天気の状況を調べると

南からどんどん雨雲がやってきそうです。そこで急遽、幼稚園に戻る

ことにしました。来たときとは違って「疲れたぁ。」と言う子がちらほ

ら・・・「そんなに遊んでいないのに」（引率者の心の声でした）それ

でも大井町駅まで頑張りました。大井町駅から電車に乗りました。一

駅だけでしたが、座らずに手すりにつかまっていました。みんな大喜

びでした。幼稚園に着いたときには、年長・年中のお兄さんお姉さん

の「お帰りなさい。」の言葉でお出迎えを受けました。２階にある２歳

児教室でお弁当を食べました。食べ終わってから、そこでみんなで遊

びました。イレギュラーな遠足となりましたが、子どもたちが楽しか

ったと言ってくれたのでよかったです。保護者の皆様には、ご協力を

いただきありがとうございました。 

 年長、年中は、今年は「砧公園」、大井町から大井町線、田園都市線

に乗り継いでの遠足でした。公園ではドングリをたくさん拾ったり、

遊具で遊んだりとたっぷり活動できました。帰りの電車では、座った

とたんにウトウトしてしまう子もいました。たくさん体を動かして疲

れたのでしょう、でも、大井町駅に着いたとたん、目はぱっちりと気持ちよく目覚めました。年長、

年中は天気に恵まれた遠足になりました。 

 

考えなければ・・・ 

 ちょっと昔の資料が出てきました。読み返してみるとこれは、と思いました。内容は家庭で

できる健康的な眠りについてです。 

 夕食を早めにすること。夕食を早く食べさせて子どもが早く眠れるようにするのは、規則正

しい生活習慣を身に付けさせるために、親のできることで最も重要なことになります。子ども

の心と体のためには、早く夕飯を済ませて眠れるように準備することが大切になります。 

 照明を工夫すること。生物の生体時計は「光」に鋭敏に反応するそうで

す。夜明るすぎるところにいると、それだけでどんどん夜更かしになるよう

にできています。夜の照明は、少々暗く、赤っぽい色のものを選ぶ必要があ

るそうです。ゲーム機などで明るい光を受けることも夜更かしの原因となる

ということです。私も改めて注意したいと思いました。 
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１１月 指導のねらい 

すみれ組 

〇自分の気持ちや感じたことを自由に表現することを楽しむ。 

 

ば ら組 

 〇様々な素材を使って自分の思い描いたものを表現することを楽しむ。 

 

ま つ組 

 〇遊びや生活の中で友達と共通の目的をもち、工夫しながら活動に取り組む。 

 

講師による指導（１１月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生    まつ組 

 英語指導  ロス ビトナー先生   ばら組 まつ組 

体育指導    櫻井 由香先生      ばら組    

                  

〇お知らせ 

   「品川区私立幼稚園協会 第６９回幼児画展」 

  １１月２８日（金）～１２月３日（水） Ｏ美術館（大崎ニューシティー２号館）で行われま

す。幼稚園協会加入の幼稚園児の作品が一堂に展示されます。品川学藝幼稚園は、横２８０㎝、縦

１５５㎝の作品を出品します。今回の題名は『山の音楽家』です。年長・年中・年少が力を合わせ

て作ります。ご期待ください。 

  初日は１２時～１８時、最終日は１０時～１６時、それ以外は１０時～１８時に入館ができま

す。また土曜日、日曜日も開いていますので、ぜひお立ち寄りください。 

 

 

               しながわがくげい  １１月 霜月（しもつき）の短歌 

 夏から急に冬になった感覚です。秋らしい日も少なかった１０月、１１月はどのような気候になるのでしょう。 

 

   やわらかな 秋の陽ざしに 奏でられ 川は流れてゆく オルゴール （俵 万智） 

 

 窓の外に 白き八つ手の 花咲きて こころ寂しき 冬は来にけり （島木 赤彦） 

 

 貧しさを 嘆くこころも 年々に 移ろうものか 枇杷咲きにけり (若山 牧水) 

 

 仰ぎ見る 空の色さへ 澄みはてて 木枯らしの風 吹きにけるかも （土田 耕平） 

 

         月を待つ 高嶺の雲は 晴れにけり 心ありける 初時雨かな （西行）    


